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日本の企業における情報システム化は 1950 年代から始まった。1950 年代に入り事務の効率化の
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な意義を確認する。
２．日本におけるMIS（経営情報システム）の始まり




























（DSS : Decision Support System）への関心が高まった。
1960 年代当時のMIS はコンピュータデータベースの技術やデータコミュニケーション技術が未
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テムを使っていく環境が整備され，戦略情報システム（SIS : Strategic Information System）変遷
していった。
３．MIS の概念
MIS が提唱されてからMIS とは何かが論議されてきた。しかし，MIS の定義は定説があるわけ
ではない。ここにいくつかの定義を確認しておきたい。























































と述べている。また，W. A. ボッキーノはMIS の使命として，マネジ
メントニーズに応えて組織活動の管理，組織活動の存続と成長を最適化するために有意義なデータ
を提供することであると述べている。
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当初のギャラガーのMIS の定義は理念的であるが，デービスは手段としてのコンピュータ・ベー
スのシステムをより具体的に，システマティックに示している。B. Hodge，R. A. Fleck，C. B.









1960 年代のMIS のブームは訪米MIS 使節団がひとつの引き金となっていたが，訪米MIS 使節
団の提言について触れたい。1967 年に訪米MIS 使節団がアメリカの大学・研究所，国防省，大企業



















































































































































































































































































MIS は 1960 年代に提示された概念が，ITの進展とともに成長してきた。1960 年代から 1970 年
代にかけての「データ処理」としてのMIS の時代。1970 年代から 1980 年代にかけての「業務処理」
としてのMIS の時代。1985 年の電気通信法改正による通信の自由化以降，本格的なネットワーク
の時代に入って，データ伝送の規模の経済やネットワークの外部性が働き，MIS のオンライン・リ
アルタイム処理は普及し，また SIS がMIS のサブ・システムとして加わった。ブロードバンドの普
及とともにMIS は企業間連携，EC（Electronic Commerce），SCM（Supply Chain Management）
といったオープンな方向へ進んできた。業務処理のシステム形態も自前で情報システムを構築する

























任が多い。日本情報システム・ユーザー協会の「企業 IT動向調査 2012」によれば，CIOの IT関連
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Management and Information :
The Contemporary Meaning of MIS
Kiyoshi TAKEI
Abstract
The first information systems in Japanese companies were established in the 1950s. The EDPS
(Electronic Data Processing System), which used computers to improve office efficiency, was also
introduced into companies in Japan in the 1950s. However, full-scale use of computers for manage-
ment in Japan did not occur until after the MIS (Management Information System) had been
introduced. The use of the management information system in Japan boomed once MIS officials
had visited the U.S. on a fact-finding tour. It is important to consider present-day concepts of MIS
and current MIS mission statements when examining the management information system. This
paper reconsiders the concept of MIS by examining the background from which the MIS emerged.
One has to go back to the starting point of the MIS in order to ascertain the contemporary
significance of the MIS.
Key words; MIS (Management Information System), MIS mission statement, the contemporary
meaning of MIS, IT, Top Management
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